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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
表
①
の
よ

う
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
表
②
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
障
子
・
網
戸
張
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
無
料
講
習
会

■時 
　
月
　
日
我
～
　
日
画
の
・
午
前

10

16

18

9
時
～
正
午
（
全
3
回
）。

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
で
、
全
て
出

60

席
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

10
■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

10

11

へ
（
先
着
順
）。

■問 
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
4
0
5
0
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と
の

「
手
話
学
習
会
」「
手
話
サ
ロ
ン
」

「
文
字
で
話
そ
う
会
」

【
手
話
学
習
会
】

■時 
　
月
5
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

30

4
時
。

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
,

0
0
0
円
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

　
手
話
に
は
拘
ら
ず
、
自
分
の
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
の

歓
談
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

11

10

■場 
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

■費 
無
料
。

【
文
字
で
話
そ
う
会
】

　
筆
記
用
具
持
参
で
、
誰
で
も
出
来

る
文
字
で
の
伝
え
あ
い
。
書
い
て
話

し
て
み
よ
う
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

10

27

30

3
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■費 
無
料
。

月
額
5
街
0
0
0
円
。

煙
入
院
が
月
　
日
以
上
…
月
額
1

15

0
街
0
0
0
円
。

※
千
葉
県
か
ら
受
給
者
証
な
ど
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
・
2
5
6
）。

心
の
健
康
市
民
講
座
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編
⑤

　
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

と
し
て
市
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

29

10

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
。

■内 
「
支
援
者
の
実
践
に
つ
い
て
」。

※
一
回
の
み
の
参
加
も
可
。

噛
講
師
…
橋
本
美
枝
氏
（
成
田
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）。

■費 
無
料
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

原
爆
被
爆
二
世
健
康
診
断

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

胸
実
施
期
間
…
7
月
1
日
か
ら
平
成

　
年
2
月
　
日
ま
で
の
間
。

26

28

■対 
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る

人
。

■申 
平
成
　
年
1
月
　
日
（
必
着
）
ま

26

31

で
に
、
受
診
を
希
望
す
る
人
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
被
爆
者
で
あ
る
親
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

被
爆
者
健
康
手
帳
番
号
を
書
い
て
郵

送
で
下
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
受
診
書
な
ど
は
後
日
送
付
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
検
査
の
種
類
に
よ
っ

て
は
一
部
自
己
負
担
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■問 
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指

平成２５年（２０１３）１０月１日号（１０）

パート詠

※
現
況
届
を
8
月
末
ま
で
に
提
出
し

た
人
は
　
月
　
日
牙
に
振
込
み
予
定

10

10

と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
　10

月
上
旬
に
支
払
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

9
月
以
降
に
提
出
し
た
人
は
　
月
以

11

降
の
随
時
払
い
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
の
申

請
・
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、
職
場

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
・
2
4
8
）。

特
定
疾
患
見
舞
金
制
度

　
市
で
は
、
特
定
疾
患
お
よ
び
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
へ
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
（
初
回
の
登
録
申
請
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

■対 
県
が
認
定
し
た
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
票
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
券
、
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障

害
受
給
者
証
の
発
行
を
受
け
て
い
る

療
養
者
。

胸
見
舞
金
の
額

煙
通
院
が
月
2
日
以
上
…
月
額
5
街

0
0
0
円
。

煙
入
院
が
月
2
日
以
上
　
日
未
満
…

15

導
課
被
爆
者
援
護
班
（
〒
2
6
0
―

8
6
6
7
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
1

―
1
・
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
2
3

4
9
）。

※
住
所
省
略
可
。

高
齢
者
虐
待
の
相
談
は
最
寄
り

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
虐
待
は
、
し
て
い
る
人
も
さ
れ
て

い
る
人
も
「
虐
待
」
と
は
認
識
し
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
ー
認
定
看
護
師
）。

③
補
装
具
展
示
コ
ー
ナ
ー
…
午
後
0

時
～
1
時
、
休
憩
時
間
。

■費 
無
料
。

■問 
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
（
緯
0

4
3
―
3
0
9
―
7
5
7
1
、
月
・

火
・
金
の
午
前
　
時
～
午
後
5
時
）。

10

認
知
症
市
民
公
開
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
1
3

～
気
に
な
る
も
の
忘
れ
、
知
っ

て
得
す
る
認
知
症
の
は
な
し
～

■時 
　
月
9
日
臥
・
午
後
2
時
～
。

11
■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講

堂
（
鎌
苅
）。

※
「
印
旛
日
本
医
大
駅
」
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
。

噛
講
師
…
杉
本
八
郎
 氏
（
同
志
社
大

学
脳
科
学
研
究
科
神
経
疾
患
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）。

■内 
「
認
知
症
治
療
薬
（
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）

開
発
秘
話
と
認
知
症
に
な
ら
な
い
工

夫
」。

■費 
無
料
。

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳

神
経
外
科
（
緯
碓99 
1
1
1
1
）。

■対 
聞
こ
え
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

■他 
要
約
筆
記
（
話
し
手
の
言
葉
を
要

約
し
て
書
き
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
）

で
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

■申 
い
ず
れ
も
不
要
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所
（
緯
0

4
3
―
4
9
6
―
2
3
3
1
・
胃
0

4
3
―
4
6
1
―
6
5
3
3
）。

第
5
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
　
　
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
0
時
～
4
時

10

12

（
受
け
付
け
午
前
　
時
　
分
～
）。

11

30

■場 
亀
田
総
合
病
院
　
F
ホ
ラ
イ
ゾ
ン

13

（
鴨
川
市
）。

■場 
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ
の
家
族
、

医
療
関
係
従
事
者
、
地
域
福
祉
関
係

者
ほ
か
。

■内 
①
講
演
「
ス
ト
ー
マ
周
囲
皮
膚
の

ス
キ
ン
ケ
ア
ー
」、
②
講
演
「
洗
腸

法
っ
て
な
に
？
洗
腸
の
適
応
と
注
意

点
」。

噛
講
師
…
①
小
倉
美
輪
氏
、
②
佐
藤

理
子
氏
（
い
ず
れ
も
亀
田
総
合
病
院

児
童
手
当
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

臼
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人
へ
申
請
に
基
づ
き

児
童
手
当
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　
出
生
・
転
入
さ
れ
た
人
は
、　
日
15

以
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
日
を
過
ぎ
た
場
合
は
申
請
を
し
た

15翌
月
か
ら
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

煙
3
歳
未
満
…
1
5
,
0
0
0
円
。

煙
3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
1
0
,

0
0
0
円
（
第
三
子
以
降
は
1
5
,

0
0
0
円
）。

煙
中
学
生
…
1
0
,
0
0
0
円
。

※
所
得
制
限
超
過
世
帯
は
一
人
5
,

0
0
0
円
。

渦
児
童
手
当
は
毎
年
6
月
に
更
新
の

手
続
き
（
現
況
届
）
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
6
月
以
降

の
児
童
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

現
況
届
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
早
急
に
提
出
ま
た
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉　１０月１日から赤い羽根共同募金活動が始まり、毎

年、ご支援ご協力をいただきありがとうございます。
　共同募金は、スタートから今日まで、「寄付する人
も寄付を募る人もボランティア」として、住民一人ひ
とりの参加によって成り立ってきました。
　集められた寄付金は、時代ごとの福祉ニーズに合
わせて、福祉施設や福祉団体、社会福祉協議会など
が行う様々な活動を支援するために活用されてきま
した。千葉県共同募金会では「ちばの街を良くする
仕組み」をスローガンとして運動展開していきます。
　印西市支会では、町内会や自治会等を通じての募
金、１０月２日には、市内各駅頭で中学生・高校生な
どの街頭募金を実施しますので、ご協力をお願いい
たします。
■問 印西市社会福祉協議会（緯碓42 0294）。

じぶんの街を良くする仕組み
～赤い羽根共同募金運動にご協力を～

表①　胸高齢者虐待の区分胸
内容区分

平手打ちをする、つねる、殴る、ける、無理やり食事を口に入
れる、やけど、打撲させるなど。身体的虐待

意図的であるか、結果的であるかを問わず、日常の世話や介護
をせず放置すること。介護・世話の放棄・放任

脅しや屈辱などの言語や威圧的な態度、無視、嫌がらせなどによって
精神的、情緒的苦痛を与えること。心理的虐待

本人との間で合意がない性的な行為やそれを強要すること。性的虐待

本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望する金銭の
使用を理由なく制限すること。経済的虐待

表②　胸高齢者虐待相談窓口胸
大森２３６４－２印西地域包括支援センター

（旧印西市地区） ☎碓４２ ２９２２

美瀬１－２５印旛地域包括支援センター
（旧印旛村地区） ☎碓９８ １１１５

笠神１６２０本埜地域包括支援センター
（旧本埜村地区） ☎碓９７ ５５０３

大森２３６４－２
印西市役所　介護福祉課

☎碓４２ ５１１１嘩

臨
時
休
所
日
の
お
知
ら
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
開
催
の
た
め
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

■時 
　
月
6
日
蚊
。

10
■問 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
0
1
4
4
）。

　市内地域包括支援センターおよび印西
市から委託を受けた在宅介護支援セン
ターでは、高齢者世帯の実態を把握し、福
祉サービスの提供に役立てるため、訪問調
査を行っています。
　65歳以上の独居･高齢者世帯を中心に、
支援センター職員が伺うことがあります
ので、ご協力をお願いします。なお、支援
センター職員は、身分証明書を携帯してい
ます。
　また、高齢者の介護や生活に関する相談
も各支援センターで受け付けますので、お
気軽にご相談ください。
■問 印西地域包括支援センター（緯碓４２ 2922）、
印旛地域包括支援センター（緯碓９８ 1115）、
本埜地域包括支援センター（緯碓９７ 5503）。

高齢者世帯の訪問調査高齢者世帯の訪問調査をを
していましていますす


